
高山市議会ぎかいだより 第58号4

◆ 産業廃棄物最終処分場の設置に反対する意見書
～県知事あてに意見書を提出～
　Ｈ30年に意見書を岐阜県に提出して以降、事業者による地元説明会や県の環境影響評価審査会など、県の条例に
基づく審査のステップが進む現状の中、地元の荘川町はもとより富山県の庄川流域の方々との意見交換会や、岐阜
大学の久世准教授による地震動の予測・活断層の影響など知見により重ねてきた調査をもとに、あらためて高山市
議会の総意として県知事あてに意見書を提出しました。
　事業者の姿勢はもとより、気候変動や震度想定、活断層の影響、盛土の安定、地下水の安全など建設計画におけ
るリスク想定が甘く、住民の不安を払拭できないことなどを大森副知事に直接申し上げた上で意見書を手交したとこ
ろです。

◆  核兵器のない世界をリードするため核兵器禁止条約締約国会議
　 へのオブザーバー参加を求める意見書

12月定例会の議案賛否一覧
12月定例会の提出議案における各議員の賛否は下記を除き、初日採決した発議第3号、議第97号及び議第98号は全員一致で、

最終日採決した議案は欠席した坂下議員を除く全員一致で可決しました。

※「○」は賛成、「●」は反対。渡辺議長は採決に加わりません。
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定例会の報告
議 案 賛 否

12月定例会補正予算審査

議　員　発　議

◆ 令和６年度高山市一般会計補正予算 第９号
　  ９億８千９百万円
　・ ふるさと納税の寄付額が、当初の想定より増加す
る見込みであるため、制度運用に必要な関連経費
を増額。

　・ 私立保育園の令和６年度の保育委託料について、
物価高騰等による公定価格の上昇分を増額　など

・主な質疑
ふるさと納税の当初寄付額を３０億円と想定した
が、３８億円に増額する見込みの根拠や積算は。

一般会計補正予算 令和４年度10月と比較し、９６％などこれまでの
実績をベースに積算。

保育園への入所園児の状況と委託料増額の要因
は。
昨年度は２，３００人で今年度は１００人の減少だが、
保育単価や物価高騰による公定価格の上昇分。

＊その他の補正予算は。
　・ 一般会計補正予算第１０号など５件は、人事院勧告
を踏まえた一般職員、会計年度職員、指定管理の
人件費などの給与改定　など

○意見書の主な内容
震 度 想 定 ・岐阜県の統合型ＧＩＳにおいて「震度６強」の想定地域　・地震時の揺れの長さによる地盤変化
降 雨 量 の 想 定 ・昨今の気候変動にともなう線状降水帯やゲリラ豪雨　・浸出水の漏洩リスクや災害のリスク
土砂災害特別警戒区域 ・高さ１１５ｍにも及ぶ高盛土　・凍上と融解を繰り返す寒冷地の地域特性
活 断 層 の 影 響 ・「深層崩壊の恐れがある地域」（国土交通省）　・想定される活断層の影響、地盤のずれや崩れ
 ・遮水シートに負荷がかかった状態での安全性
水 源 へ の 影 響 ・地下水を含む水源の把握と影響 意見書の原文は

ホームページを参照ください。

意見書の原文は
ホームページを参照ください。


